
第２２回 群馬県救急医療懇談会　プログラム

【第１会場（大ホール）】

　９：２５　～　　９：３５		  開会式

開会の辞　　　当番世話人	 渋川地区医師会　会長　　川島　　理

会長挨拶	 群馬県医師会　会長　　月岡　鬨夫

　９：３５　～　１０：２５		  一般演題１【災害医療】
座長：前橋赤十字病院　高度救命救急センター　集中治療科・救急科　副院長　　中野　　実

利根保健生活協同組合　利根中央病院　外科　外科部長　　　　　　　　　関原　正夫

1-1		  災害想定をしたアクションカード作成の経過（事務部からの報告）

	 渋川総合病院　　針塚　重文

1-2		  机上訓練を用いた多数傷病者対応マニュアルの作成について

	 館林地区消防組合　　増田　　崇

1-3		  カード型災害マニュアルを用いた訓練（第７報）

	 利根中央病院　外科部長　　関原　正夫

1-4		  災害に特化した事務系職員講習会終了後の災害訓練

	 利根中央病院　　津久井千春

1-5		  東毛地区における災害医療訓練の報告

	 館林厚生病院　　田中　大輔

1-6		  日本 DMAT 登録者である看護師の院内災害訓練での実働参加について

	 利根中央病院　　宮本　笑子

1-7		  トリアージ実施に際しての観察以外の重要性

	 館林地区消防組合　邑楽消防署　　飯島　康明

１０：２５　～　１０：５５		  一般演題２【症例１】
座長：群馬大学大学院医学系研究科　救急医学　教授　　大嶋　清宏

2-1		  ショックを合併した多枝病変急性心筋梗塞の自験例とその傾向

群馬中央病院　循環器内科　　須賀　俊博

2-2		  上腸間膜動脈塞栓症に対し血栓吸引を行い救命し得た、慢性心房細動の一例

群馬県済生会前橋病院　　土屋　寛子

2-3		  月経不順に対しピル内服後に発症した SMA 血栓症において、小腸亜全摘を施行した 1 例

伊勢崎市民病院　　渡辺　　裕

2-4		  真性脾動脈瘤破裂に対して NBCA により保存的に加療しえた一例

群馬大学臓器病態救急学　　青木　　誠



１１：００　～　１２：００		  【特別講演】
座長：渋川総合病院　院長　　横江　隆夫

　「奈良県及び大阪府の地域救急医療システムについて」
近畿大学医学部救急医学教室、救命救急センター　教授　　村尾　佳則

１３：００　～　１５：１０		  市民公開講座　パネルディスカッション
　【在宅医療・地域包括ケアにおける救急医療の問題点】

座長：渋川地区医師会　会長　　川島　　理

渋川総合病院　副院長　　棚橋　美文

　基調講演「救急医療の視点から見た在宅医療・地域包括ケアの課題」
医療法人救友会　理事長、東海大学非常勤准教授    　山本五十年

パネリスト

P-1		  コーディネーター

渋川地区医師会　会長　　川島　　理

P-2		  訪問看護師の立場から

群馬県看護協会　訪問看護ステーション渋川　　永井　千穂

P-3		  在宅医療・地域包括ケアにおける地域救急医療システムについて　介護支援専門員の立場から

群馬県介護支援専門員協会　渋川圏域支部　　村上　忠明

P-4		  在宅医療・地域包括ケアにおけるプレホスピタルの課題

渋川広域消防本部警防課　　岸　　弘幸

P-5		  在宅医療・地域包括ケアにおける救急医療の問題点　病院の立場から

渋川総合病院　地域医療連携室　　棚橋　美文

P-6		  渋川市地域包括支援センターの緊急対応について

渋川市地域包括支援センター　　千明　広子

P-7		  診療所の立場から　―　チーム型在宅支援診療所の課題　―

塚越クリニック　　塚越　秀男

１５：１０　～　１５：４０		  一般演題３【高齢者医療】
座長：塚越クリニック　院長　　塚越　秀男

3-1		  高齢者世帯の在宅医療・地域包括ケアにおける救急医療の問題点～認知症のある高齢者夫婦の事例から～	

 群馬中央病院　　佐藤　幸子

3-2		  高齢者介護施設における対応について　～急変時積極的な延命処置に関する確認書類～	

館林厚生病院　急患室　　川島　匡江

3-3		  昨年度介護施設等から当院へ救急車で搬送された症例の分析検討

老年病研究所附属病院　　野村　隆則

3-4		  介護施設における急変対応に対する問題と試み

蓮田市消防署　南分署　　茅野　俊幸



１５：４０　～　１６：３０		  一般演題４【連携活動】
座長：館林厚生病院　医療部　脳神経外科部長　　松本　正弘

前橋市消防局　中央消防署　消防司令補　　馬場　義信

4-1		  勇気のあるバイスタンダーによる救命活動から救命の連鎖が繋がった症例

渋川広域消防本部　　梅澤　厚志

4-2		  PA Dr ヘリ連携による小児 CPA の救命事案

渋川広域消防本部　　岸　　賢一

4-3		  CPA から社会復帰を果たした症例について～救急隊と病院との連携を通して～

沼田脳神経外科循環器科病院　　吉川　典子

4-4		  By stander による迅速な救命処置、AED を用いた電気的除細動および、Dr ヘリ搬送の結果、良好な転帰に

繋がった VF 合併の心筋梗塞の 1 例

前橋赤十字病院　　星野　圭治

4-5		  病院連携で対応した外傷性尿管損傷の一例

高崎総合医療センター　　小池　俊明

4-6		  脳卒中救急搬送患者事後検証の試み

美原記念病院　　谷﨑　義生

4-7		  群馬県における t-PA 治療の現状　群馬県内医療機関調査より

公立藤岡総合病院　脳神経外科　　甲賀　英明

１６：３０　～　１７：３０		  一般演題５【ドクターカー・ドクターヘリ】
座長：前橋赤十字病院　高度救命救急センター　集中治療科・救急科部　副部長　　中村　光伸

5-1		  高崎ドクターカー導入による病院前医療向上の取り組み

高崎総合医療センター　救急科　　福江　　靖

5-2		  当院におけるドクターカー乗務看護師の活動報告と今後の課題～ドクターカー運用開始から現状を振り返り～

高崎総合医療センター　　松相　雄眞

5-3		  前橋地域におけるドクターカーの試行運用について

群馬県健康福祉部医務課　　武井　伸門

5-4		  群馬県ドクターヘリ長期運休期間中の対応について

前橋赤十字病院　高度救命救急センター　　町田　浩志

5-5		  ドクターヘリで搬送された形成外科患者の統計

前橋赤十字病院　　齋藤　由樹

5-6		  他県からドクターヘリにより搬送された手術症例

群馬県立心臓血管センター　心臓血管外科　　岡田　修一

１７：３０　～　１７：４０		  閉会式
閉会の辞　　　当番世話人　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  渋川総合病院　院長　　横江　隆夫


